
～もっと身近に緩和ケア～

「緩和ケア」のイメージは、「治療ができなくなって
から受けるもの、もう最後の時なんだ」と
思われている方いませんか？

がんは、日本人の死因で最も多い病気です。
現在、2人に1人ががんと診断され、3人に 1人ががんで亡くなっています。
このようにがんは身近な病気です。
多くの方が、がんで悩んでいるかもしれません。

がん患者さんは、痛み、倦怠感などの様々なからだの症状や、落ち込み、
悲しみ、不安などの心のつらさを経験します。
「緩和ケア」は、がんと診断されたときから行う、からだと心のつらさを和らげ
るためのケアです。
あなたの大切な方のために、あなた自身のために。

もっと身近に緩和ケアを受けてみませんか？
是非、お近くのかかりつけの病院でご相談ください。
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専門看護師・認定看護師から宮崎県民の皆さまへ Vol.1専門看護師・認定看護師から宮崎県民の皆さまへ Vol.1

がん看護専門看護師 米丸 順子 （藤元総合病院）

日本看護協会には、1995年より特定の専門看護分野の知識・技術を深め、保健医療
福祉の発展に貢献し併せて看護学の向上をはかることを目的として11分野・約1,700
名の専門看護師がいます。さらに、看護現場における看護ケアの広がりと質の向上をは
かることを目的に、21分野・約17,500名の認定看護師を社会に送り出しています。

(平成28年10月現在)

宮崎県内では、専門看護師8名(3分野)、認定看護師117名(16分野)が活動していま
す。県民の皆様に、県内で活動する専門・認定看護師の活動内容を広く知ってもらい、
県民の皆様のお役に立てるような内容を情報発信していきたいと思っています。

がんと診断
された時から
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できます


